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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　頭部を覆う外フード部（１）、前記外フード部（１）の内側に位置する上部内フード部
（２）、前記上部内フード部（２）の下部に位置する下部内フード部（３）、着用者の首
から上の任意の箇所を覆う帯状の多目的部（４）、を縫着して形成する上衣のフード構造
であって、
　前記外フード部（１）が外側、前記上部内フード部（２）が内側となるように、外フー
ド部外周（１１）と内フード部外周（２１）同士を縫着し、
　下部内フード部上辺（３１）において、下部内フード部上辺左端（３１１）から下部内
フード部上辺右端（３１２）に向かって１／４の長さの点を点ａとし、下部内フード部上
辺右端（３１２）から下部内フード部上辺左端（３１１）に向かって１／４の長さの点を
点ｂとし、多目的部左側部（４１１）が点ａを含み、多目的部右側部（４１２）が点ｂを
含んで、上部内フード部下辺（２２）と、前記下部内フード部上辺（３１）が多目的部側
部（４１）と同時に縫着されている、フードの構造体。
【請求項２】
　前記下部内フード部上辺（３１）において、下部内フード部上辺左端（３１１）から下
部内フード部上辺右端（３１２）に向かって１／８～１／１５の長さの点を点ｃとし、下
部内フード部上辺右端（３１２）から下部内フード部上辺左端（３１１）に向かって１／
８～１／１５の長さの点を点ｄとし、多目的部左側部下端（４１１１）を点ｃと一致させ
、多目的部右側部（４１２１）を点ｄと一致させて、上部内フード部下辺（２２）と、下
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部内フード部上辺（３１）が多目的部側部（４１）と同時に縫着されている、請求項１に
記載のフードの構造体。
【請求項３】
　前記外フード部（１）は、左右対称で一対の外フード構成部材（１０１、１０２）から
構成され、前記内フード部（２）は左右対称で一対の内フード構成部材（２０１、２０２
）から構成される、請求項１、２いずれかに記載のフードの構造体。
【請求項４】
　前記多目的部（４）において、前記多目的部左側部（４１１）、前記多目的部右側部（
４１２）の長さがそれぞれ、前記下部内フード部上辺（３１）の長さの１／３～１／５で
ある、請求項１～３のいずれかに記載のフードの構造体。
【請求項５】
　前記多目的部（４）において、多目的部上辺（４２）は、上に凸の円弧形状を有し、多
目的部下辺（４３）は、下に凸の円弧形状を有し、多目的部上辺（４２）よりも多目的部
下辺（４３）の方が、曲率半径が小さく、多目的部上辺（４２）の中間点と多目的部下辺
（４３）の中間点を結んだ直線（４４）の長さが、前記多目的部左側部（４１１）、及び
多目的部右側部（４１２）の長さよりも１．５～１．７倍の長さを有することを特徴とす
る、請求項１～４のいずれかに記載のフードの構造体。
【請求項６】
　前記下部内フード部上辺（３１）は左右対称の上に凸の円弧形状を有し、下部内フード
部上辺左端（３１１）と下部内フード部上辺頂点（３１３）を結んだ直線と、各々の部材
の対称軸に垂直な水平線（Ｌ）との角度（Ａ）が、３０°～４０°に設定されている、請
求項１～５のいずれかに記載のフードの構造体。
【請求項７】
　前記多目的部（４）の幅方向の平均長さ（４５）が、下部内フード部（３）の幅方向の
平均長さ（３４）の０．６～０．９倍である、請求項１～６のいずれかに記載のフードの
構造体。
【請求項８】
　前記多目的部（４）において、多目的部上辺（４１３）と、多目的部下辺（４１４）に
、多目的部（４）を主に構成する部材よりも弾性率の高い部材を配置した、請求項１～７
のいずれかに記載のフードの構造体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも人体の首から上を覆う、フードの構造体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、気温が低い環境下において、少ない手間と部材にて、人体における首より上
の部分を効率的に温めることが課題であった。そこで、帽子やフード、またはそれに替わ
るバンドやネックウォーマー等に更なる機能を付加して、複数の用途で用いる帽子やフー
ド等が考案されている。
　例えば特許文献１には、ネックウォーマーに更なる機能を付加し、襟巻或いは擬似襟、
さらにはヘアバンド或いはイヤーウォーマー、帽子としても使用することができる多目的
なネックウォーマーについての開示がある。
　また特許文献２には、フードを有する多目的上半身マルチ形態衣類であり、フードの中
には、顔を覆っていないときに着用者の頭部または首の後ろに払いのけられる一体型顔シ
ールドがあり、顔の多様な部分の保護を可能にすることについて開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】登録実用新案第３１０５２７１号公報
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【特許文献２】特表２００５－５１７８２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１では、多目的に使用ができるが、上衣と一体では無いため、別途防
寒品として持ち歩く必要があり、それぞれの用途で使用の際には一用途のみであり、他の
部分は防寒できないとの課題があった。
　又、特許文献２では、フードの中に一体型顔シールドを設けているが、顔の特定の部分
を覆えるが、その範囲には限界があった。
【０００５】
　本発明は、上記従来の課題を解決するため、フードの構造体において、特定の箇所に生
地を配置させて縫製することにより、人体における首から上の複数の箇所を保温できる、
多目的用途をもつ機能を、簡易に費用をかけずに実現させるものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のフードの構造体は、頭部を覆う外フード部１、外フード部１の内側に位置する
上部内フード部２、上部内フード部２の下部に位置する下部内フード部３、着用者の首か
ら上の任意の箇所を覆う帯状の多目的部４、を縫着して形成するフードの構造体であって
、
　上記外フード部１が外側、上記上部内フード部２が内側となるように、外フード部外周
１１と内フード部外周２１同士を縫着し、　下部内フード部上辺３１において、下部内フ
ード部上辺左端３１１から下部内フード部上辺右端３１２に向かって１／４の長さの点を
点ａとし、下部内フード部上辺右端３１２から下部内フード部上辺左端３１１に向かって
１／４の長さの点を点ｂとし、多目的部左側部４１１が点ａを含み、多目的部右側部４１
２が点ｂを含んで、上部内フード部下辺２２と、前記下部内フード部上辺３１が多目的部
側部４１と同時に縫着されていることを特徴とする。

【発明の効果】
【０００７】
　本発明のフードの構造体では、特定の箇所に生地を配置させて縫製することにより、人
体における首から上の複数の箇所を覆う機能を、例えばネックウォーマーとして首元を保
温したり、フェイスマスクとして顔の下部を覆って保温する、もしくは風雨、風雪を防い
だり、ヘアバンドとして額から上部を覆って保温する、もしくは髪留めとする等の機能を
、簡易に費用をかけずに付加することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１Ａは、本発明のフードの構造体１０の一実施態様であり、衣服本体１００に
取り付けられている状態の正面図である。図１Ｂは、図１Ａにて多目的部４をある程度引
き出した状態の斜視図であり、多目的部４、上部内フード部２及び下部内フード部３にお
いて、上部内フード部下辺２２、下部内フード部上辺３１に、多目的部側部４１が同時に
縫着されている箇所を示す図である。
【図２】図２Ａは、本発明におけるフードの構造体１０の、外フード部１、外フード部１
を構成する外フード構成部材１０１、１０２のパターンを表した図であり、図２Ｂは、上
部内フード部２、上部内フード部２を構成する上部内フード構成部材２０１、２０２のパ
ターンを表した図であり、図２Ｃは、下部内フード部３のパターンを表した図であり、図
２Ｄは、多目的部４のパターンを表した図である。
【図３】図３Ａは、本発明におけるフードの構造体１０を、頭に被らずに使用した、使用
方法１を示す図である。図３Ｂは、多目的部４を頭部の後ろに位置させて、フード部５を
頭に被った使用方法２を示す図である。図３Ｃは、多目的部４を首元に位置させて、ネッ
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クウォーマーとした使用方法３を示す図である。図３Ｄは、多目的部４を顔の鼻から口元
に位置させて、フェイスマスクとした使用方法４を示す図である。図３Ｅは、多目的部４
を頭部にから額に位置させて、ヘアバンドとして使用した使用方法５を示す図である。図
３Ｆ、図３Ｇ、図３Ｈは、上記図３Ｃ、図３Ｄ、図３Ｅにおいて、多目的部４とフード部
５を併用したそれぞれの使用方法を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　従来までのフード構造は、多目的に使用ができるが、別途防寒品として持ち歩く必要が
あったり、それぞれの用途で使用の際に、使用できる範囲に限界があったが、本発明のフ
ードの構造体では、特定の箇所に生地を配置させて縫製することにより、首から上の複数
の箇所を保温できる等、多目的用途をもつ機能を、簡易に費用をかけずに提供することが
できる。
【００１０】
　上記首から上の複数の箇所を保温できる、多目的用途をもつ機能とは、具体的には、ネ
ックウォーマー、フェイスマスク、ヘアバンド、およびそれらとフード部を組み合わせた
着用方法として使用する機能等をいう。
【００１１】
　以下、図面に基づいて、本発明のフードの構造体を説明する。
【００１２】
　図１Ａは、本発明のフードの構造体１０の一実施態様であり、衣服本体１００に取り付
けられている状態の正面図である。
　本発明のフードの構造体１０は、外フード部１と上部内フード部２および下部内フード
部３を縫製してフード部５を構成し、更には上部内フード部２の下辺、下部内フード部３
の上辺と多目的部４の側部を同時に縫製することで構成されている。また、上記外フード
部１、上部内フード部２は左右対称の２枚の生地から構成されている。
　外フード部１は、フード部５の外側を構成する部材であり、上部内フード部２、下部内
フード部３はフード部５の内側を構成する部材であり、多目的部４は上記首から上の複数
の箇所を覆う等、多目的に用いる部材である。
　また、フードの構造体１０は衣服本体１００に取り付けずとも、単体での使用も可能で
ある。
【００１３】
　図２Ａは、本発明におけるフードの構造体１０の、外フード部１を構成する外フード構
成部材１０１、１０２のパターンを表した図であり、
　図２Ｂは、上部内フード部２を構成する上部内フード構成部材２０１、２０２のパター
ンを表した図であり、
　上記の通りフードの構造体１０の、外フード部１を外フード構成部材１０１、１０２に
おける縫着辺１２を縫着することにより構成することで、平面的な部材を組み合わせるだ
けで、簡単に立体形状である外フード部１を形成することができる。
　縫着辺１２は、前頭部から後頭部にかけての頭部の形状に沿うように、直線又は円弧か
ら形成されており、頭頂部の円弧の局率半径が他の部分に比べて小さい円弧状に形成され
ている。
　上部内フード部２は、上部内フード構成部材２０１、２０２における縫着辺２３を縫着
することにより構成することで、内フード部２を形成することができる。
　縫着辺２３も、上記縫着辺１２と同様に前頭部から後頭部にかけての頭部の形状に沿う
ように、直線又は円弧から形成されており、頭頂部の円弧の局率半径が他の部分に比べて
小さい円弧状に形成されている。
【００１４】
　図２Ｃは、下部内フード部３のパターンを表した図であり、図２Ｄは、多目的部４のパ
ターンを表した図である。
【００１５】
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　上記図２Ｂ、２Ｃ、２Ｄにおいて、上部内フード部下部２２、下部内フード部上部３１
はそれぞれ上に凸の円弧形状を有し、下部内フード部上辺左端３１１と下部内フード部上
辺頂点３１３を結んだ直線と、各々の部材の対称軸に垂直な水平線Ｌとに一定の角度を設
けていることで、各々の部材と多目的部４を縫着したときに、多目的部４が人体の首から
上の部分を覆うための好適な角度で配置され、多目的部４の使用範囲が広がることとなる
。多目的部４は上辺が上に凸、下辺が下に凸の形状を有し、左右に所定長の側部を有する
帯状の部材である。
【００１６】
　図１Ｂは、図１Ａにて多目的部４をある程度引き出した状態の斜視図であり、多目的部
４、上部内フード部２及び下部内フード部３において、上部内フード部下辺２２、下部内
フード部上辺３１に、多目的部側部４１が同時に縫着されている箇所を示す図である。
　図１Ｂに示すように、本発明のフードの構造体１０の一実施態様は、外フード部１、上
部内フード部２、下部内フード部３、多目的部４、を縫着して形成され、
　上記外フード部１が外側、上記上部内フード部２が内側となるように、外フード部外周
１１と内フード部外周２１同士を縫着し、
　上部内フード部下辺２２、下部内フード部上辺３１および多目的部側部４１と同時に縫
着されることで形成されており、多目的部４の具体的な縫着態様については、後述する。
【００１７】
　上記のとおりフードの構造体１０が形成されることで、内フード部２が外フード部１と
外周同士でしか繋がっておらず、多目的部４を手前に引っ張っても、外フード部１がほと
んど動かず、フードの構造体１０全体が突っ張ることなく、内フード部２を動かすことが
可能となり、同時に多目的部４の可動域が広がり使用用途が増し、快適に使用することが
できる。
【００１８】
　次に、外フード部１、上部内フード部２、下部内フード部３、及び多目的部４の縫着態
様を、フードの構造体１０の使用図を用いながら説明する。上記本発明のフードの構造体
１０の作成方法の一例としては、下記の通りであるが、下記の作成方法に限定されない。
　上部内フード部２を内フード構成部材２０１、２０２における縫着辺２３を縫着するこ
とで形成し、
　上部内フード部下辺２２、下部内フード部上辺３１および多目的部側部４１（多目的部
左側部４１１、多目的部右側部４１２）と同時に縫着し、
　外フード部１を外フード構成部材１０１、１０２における縫着辺１２を縫着することに
より形成し、
　外フード部外周１１と内フード部外周２１を縫着する。
　上記（２）については、各部材を同時に縫着しているが、別々に縫着することでも良い
。
【００１９】
　図３Ａは、本発明におけるフードの構造体１０を、頭に被らずに使用した、使用方法１
を示す図である。
　図３Ｂは、多目的部４を頭部の後ろに位置させて、フードの構造体１０を頭に被った使
用方法２を示す図である。
　図３Ｃは、多目的部４を首元に位置させて、ネックウォーマーとした使用方法３を示す
図である。
　図３Ｄは、多目的部４を顔の鼻から口元に位置させて、フェイスマスクとした使用方法
４を示す図である。
　図３Ｅは、多目的部４を頭部にから額に位置させて、ヘアバンドとして使用した使用方
法５を示す図である。
　図３Ｆ、Ｇ、Ｈは、上記図３Ｃ、図３Ｄ、図３Ｅにおいて、多目的部４とフード部５を
併用したそれぞれの使用方法６、７、８を示す図である。
【００２０】
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　上記下部内フード部上辺３１において、図２Ｃに示すように、下部内フード部上辺左端
３１１から下部内フード部上辺右端３１２に向かって１／４の長さの点を点ａとし、下部
内フード部上辺右端３１２から下部内フード部上辺左端３１１に向かって１／４の長さの
点を点ｂとし、多目的部左側部４１１が点ａを含み、多目的部右側部４１２が点ｂを含ん
で、上部内フード部下辺２２と、下部内フード部上辺３１が多目的部側部４１と同時に縫
着されていることが好ましい。
　上記の通り構成されていることで、多目的部４を使用するときに、顔の上下方向のほぼ
中央に配置することができ、首元で使用する図３Ｃにおける使用方法３、顔の中央より下
部で使用する図３Ｄにおける使用方法４、頭や顔の上部にて使用する図３Ｅにおける使用
方法５、さらには多目的部４とフード部１３０を併用する図３Ｆ、図３Ｇ、図３Ｈでの使
用方法６、７、８に好適となる。
【００２１】
　また、上記下部内フード部上辺３１において、下部内フード部上辺左端３１１から下部
内フード部上辺右端３１２に向かって１／８～１／１５の長さの点を点ｃとし、下部内フ
ード部上辺右端３１２から下部内フード部上辺左端３１１に向かって１／８～１／１５の
長さの点を点ｄとし、多目的部左側部下端４１１１を点ｃと一致させ、多目的部右側部４
１２１を点ｄと一致させて、上部内フード部下辺２２と、下部内フード部上辺３１が多目
的部側部４１と同時に縫着されていることが好ましい。
　上記の通り構成されていることで、上記多目的部材４を上記使用方法３～８において、
さらに好適な位置に配置することが可能となり、多目的部材４の使用時におけるフィット
感や使用感をさらに高めることが出来る。
【００２２】
　また、上記多目的部４において、上記多目的部左側部４１１、上記多目的部右側４１２
の長さがそれぞれ、上記下部内フード部上辺３１の長さの１／３～１／５であることが好
ましい。
　上記の通り構成されていることで、多目的部側部４１の長さが、上記使用方法３～８に
おいて好適であり、上記多目的部４の使用時にフィット感や着用感をさらに高めることが
できる。
【００２３】
　つぎに上記多目的部４において、多目的部上辺４２は、上に凸の円弧形状を有し、多目
的部下辺４３は、下に凸の円弧形状を有し、多目的部上辺４２よりも多目的部下辺４３の
方が、曲率半径が小さく形成されている。
　その理由としては、多目的部上辺４２は上記使用方法４や７において鼻や口元も覆うた
め、水平ラインに近い局率半径が大きい上に凸の円弧状の方が顔の幅方向にフィットしや
すいからであり、多目的部下辺４３は、使用方法３、４、６、７において首元の中央を下
部まで広く覆うためには曲率半径が小さい下に凸の円弧状である方が好ましいからである
。
【００２４】
　また、多目的部上辺４２の中間点と多目的部下辺４３の中間点を結んだ直線の長さ４４
が、上記多目的部左側部４１１、及び多目的部右側部４１２の長さよりも１．５～１．７
倍の長さを有することが好ましい。
　上記の通り構成されていることで、多目的部上辺４２、多目的部下辺４３の形状が、上
記使用方法３～８において好適であり、上記多目的部材使用時にフィット感や着用感をさ
らに高めることができる。
【００２５】
　つぎに、上記下部内フード部上辺３１は左右対称の上に凸の円弧形状を有し、下部内フ
ード部上辺左端３１１と下部内フード部上辺頂点３１３を結んだ直線と、各々の部材の対
称軸に垂直な水平線Ｌとの角度Ａが、３０°～４０°に設定されていることが好ましい。
　上記の通り構成されていることで、多目的部側部４１が、上部内フード部下辺２２、下
部内フード部上辺３１と同時に縫製されたときに、多目的部４と水平線Ｌとの角度が好適
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に設定され、多目的部４における、前記使用方法３～８において好適となり、上記多目的
部４の使用時にフィット感や着用感をさらに高めることができる。
【００２６】
　つぎに、上記多目的部４の幅方向の平均長さ４５が、下部内フード部３の幅方向の平均
長さ３４の０．６～０．９倍であることが好ましい。ここでいう下部内フード部３の幅方
向の平均長さ３４とは、下部内フード部上辺左端３１１、下部内フード部上辺右端３１２
を結んだ直線と、下部内フード部下辺右端３２１、下部内フード部下辺左端３２２を結ん
だ直線の長さを加算して、２等分した値を指す。また、多目的部４の幅方向の平均長さ４
５とは、多目的部左側部上端４１１２、多目的部左側部上端４１２２を結んだ直線と、多
目的部左側部下端４１１１、多目的部左側部上端４１２１を結んだ直線の長さを加算して
、２等分した値を指す。
　上記の通り構成されていることで、多目的部４の幅方向の平均長さが、フード部５の幅
方向の平均長さに対して、好適に設定され、多目的部４における、上記使用方法３～８に
おいて好適となり、上記多目的部４の使用時にフィット感や着用感をさらに高めることが
できる。
【００２７】
　最後に、上記多目的部４において、多目的部上辺４２と、多目的部下辺４３に、多目的
部４を主に構成する部材よりも弾性率の高い部材を配置することが好ましい。
　上記の通り構成されていることで、多目的部上辺４２と多目的部下辺４３に強い伸縮性
が付与され、多目的部４における、上記使用方法３～８において好適となり、上記多目的
部材使用時にフィット感や着用感をさらに高めることができる。
【実施例】
【００２８】
　以下実施例を用いてさらに具体的に説明する。なお、本発明は下記の実施例に限定され
るものではない。
【００２９】
（実施例１）
　目付けが１９０ｇ／ｍ２であるポリエステル製丸編地を本発明のフードの構造体１０と
本体部１００を主に構成する生地して用い、図１Ａに示したような上衣として作製した。
　ここで図２に示す、下部内フード部３における、幅方向の平均長さ３４を３８ｃｍとし
、下部内フード部上辺３１の中間点３１３、下部内フード部下辺３２の中間点３１４を直
線で結んだ長さ３３を、１５．５ｃｍとした。
　また、多目的部４の幅方向の平均長さ４５を３２．５ｃｍとし、多目的部上辺４２の中
間点、多目的部下辺４３の中間点を直線で結んだ長さ４４を２０ｃｍ、多目的部左側部４
１１、多目的部右側部４１２の長さをそれぞれ１２．５ｃｍとした。
　また、下部内フード部上辺３１において、点ｃを下部内フード部上辺左端３１１から下
部内フード部上辺右端３１２に向かって（ア）１／１１の長さの点とし、下部内フード部
上辺右端３１２から下部内フード部上辺左端３１１に向かって（ア）１／１１の長さの点
を点ｄとし、多目的部左側部下端４１１１を点ｃと一致させ、多目的部右側部下端４１２
１を点ｄと一致させて、上部内フード部下辺２２と、下部内フード部上辺３１が多目的部
側部４１と同時に縫着している。
　また、多目的部４において、多目的部側部４１の長さがそれぞれ、下部内フード部上辺
３１の長さの（イ）１／４としている。
　また、多目的部４において、多目的部上辺４２の中間点と多目的部下辺４３の中間点を
結んだ直線の長さ４４が、多目的部左側部４１１、多目的部右側部４１２の長さの（ウ）
１．６倍としている。
　また、下部内フード部上辺左端３１１と下部内フード部上辺頂点３１３を結んだ直線と
、水平線Ｌとの角度Ａが、（エ）３５°に設定されている。
　また、多目的部４の幅方向の平均長さ４５が、下部内フード部３の幅方向の平均長さ３
４の（オ）０．８倍としている。
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　そして、フードの構造体１０の質量は８０ｇであり、本体部１００含めた質量は２５０
ｇであった。
【００３０】
（実施例２）
　実施例１における（ア）の値を１／５とした以外は、実施例１と同様に作成したフード
付き上衣とした。
（実施例３）
　実施例１における（ア）の値を１／２０とした以外は、実施例１と同様に作成したフー
ド付き上衣とした。
【００３１】
（実施例４）
　実施例１における（イ）の値を１／２とした以外は、実施例１と同様に作成したフード
付き上衣とした。
（実施例５）
　実施例１における（イ）の値を１／７とした以外は、実施例１と同様に作成したフード
付き上衣とした。　　
【００３２】
（実施例６）
　実施例１における（ウ）の値を１．３とした以外は、実施例１と同様に作成したフード
付き上衣とした。
（実施例７）
　実施例１における（ウ）の値を１．９とした以外は、実施例１と同様に作成したフード
付き上衣とした。　
【００３３】
（実施例８）
　実施例１における（エ）の値を２５とした以外は、実施例１と同様に作成したフード付
き上衣とした。
（実施例９）
　実施例１における（エ）の値を４５とした以外は、実施例１と同様に作成したフード付
き上衣とした。
【００３４】
（実施例１０）
　実施例１における（オ）の値を０．４とした以外は、実施例１と同様に作成したフード
付き上衣とした。
（実施例１１）
　実施例１における（オ）の値を１．１とした以外は、実施例１と同様に作成したフード
付き上衣とした。
【００３５】
　実施例１～１０のフード付き上衣を、１０名の被験者にそれぞれ着用させ、多目的部側
部４１の下部内フード部上辺３１上での好適位置等を、前記使用方法３～５について、以
下のような５段階の基準で着用感での官能評価を行うことで確認し、その結果を下記表１
～５に示した。なお、表１～５には、１０名の被験者の平均を示した。
（１）フィット感
１：悪い
２：やや悪い
３：普通
４：良好
５：優れる
【００３６】
（２）着用し易さ
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１：悪い
２：やや悪い
３：普通
４：良好
５：優れる
【００３７】
（多目的部側部４１の下部内フード部上辺３１上の位置）
【００３８】
【表１】

　表１から分かるように、実施例のフード付き上衣を着用すると、フィット感、着用し易
さについて、良好な着用感が得られ、さらには実施例１、２、３の比較から、下部内フー
ド部上辺３１において、点ｃの位置が、下部内フード部上辺左端３１１から下部内フード
部上辺右端３１２に向かって１／８～１／１５の長さの点、点ｄの位置が、下部内フード
部上辺右端３１２から下部内フード部上辺左端３１１に向かって１／８～１／１５の長さ
の点として、多目的部側部４１を縫着すれば、さらに好ましい着用感になることが分かっ
た。
【００３９】
（下部内フード部上辺３１に対する多目的部側部４１の長さの比率）
【００４０】
【表２】

　表２から分かるように、実施例のフード付き上衣を着用すると、フィット感、着用し易
さについて、良好な着用感が得られ、さらには実施例１、４、５の比較から、下部内フー
ド部上辺３１に対する、多目的部側部の長さを、１／３～１／５に設定すれば、さらに好
ましい着用感になることが分かった。
【００４１】
（多目的部側部４１に対する、多目的部上辺４２の中間点、多目的部下辺４３の中間点を
直線で結んだ長さ４４の比率）
【００４２】
【表３】

　表３から分かるように、実施例のフード付き上衣を着用すると、フィット感、着用し易
さについて、良好な着用感が得られ、さらには実施例１、６、７の比較から、多目的部側
部４１に対する、多目的部上辺４２の中間点、多目的部下辺４３の中間点を直線で結んだ
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長さ４４の長さを、１．５～１．７倍に設定すれば、さらに好ましい着用感になることが
分かった。
【００４３】
（下部内フード部上辺左端３１１と下部内フード部上辺頂点３１３を結んだ直線と、水平
線Ｌとの角度Ａ）
【００４４】
【表４】

　表４から分かるように、実施例のフード付き上衣を着用すると、フィット感、着用し易
さについて、良好な着用感が得られ、さらには実施例１、８、９の比較から、下部内フー
ド部上辺左端３１１と下部内フード部上辺頂点３１３を結んだ直線と、水平線Ｌとの角度
Ａを３０°～４０°に設定すれば、さらに好ましい着用感になることが分かった。
【００４５】
（下部内フード部３の幅方向の平均長さ３４に対する、多目的部４の幅方向の平均長さ４
５の比率）
【００４６】

【表５】

　表５から分かるように、実施例のフード付き上衣を着用すると、フィット感、着用し易
さについて、良好な着用感が得られ、さらには実施例１、１０、１１の比較から、下部内
フード部３の幅方向の平均長さ３４に対する、多目的部４の幅方向の平均長さ４５を０．
６～０．９に設定すれば、さらに好ましい着用感になることが分かった。
【００４７】
　本発明のフードの構造体１０において、フード部５と多目的部４を形成する生地につい
ては、同じでも良いし、異なっていても良い。
　上記生地を構成する繊維としては、例えばポリエチレンテレフタレート、ポリトリメチ
レンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレートなどのポリエステル繊維に限定されず
、ポリウレタン繊維、ポリアミド繊維、アセテート繊維、コットン繊維、レーヨン繊維、
エチレンビニルアルコール繊維、ナイロン繊維などを用いることができる。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　本発明のフードの構造体は、登山、トレッキング、ハイキング、スキー、スノーボード
、スケート、野球、ゴルフ、ホッケー、サッカー、ジョギング、マラソン、テニス、バド
ミントン、スカッシュ、卓球などあらゆるスポーツにおける衣服に好適であるほか、一般
の衣服にも有用である。
【００４９】
　又、本発明が適用可能なフードの構造体の種類としては、パーカー、ジャケット、ウイ
ンドブレーカー、ウォームアップ、ブルゾン、レインウェア、等が挙げられる。
【符号の説明】
【００５０】
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　１　外フード部
　１０　フードの構造体
　１１　外フード部外周
　１００　衣服本体
　１０１、１０２　外フード構成部材
　２　上部内フード部
　２１　内フード部外周
　２２　内フード部下辺
　２０１、２０２　内フード部構成部材
　３　下部内フード部
　３１　下部内フード部上辺
　３１１　下部内フード部上辺左端
　３１２　下部内フード部上辺右端
　３１３　下部内フード部上辺３１の中間点
　３１４　下部内フード部下辺３２の中間点
　３２　下部内フード部下辺
　３２１　下部内フード部下辺左端
　３２２　下部内フード部下辺右端
　３３　下部内フード部上辺３１の中間点３１３、下部内フード部下辺３２の
　　　　中間点３１４を直線で結んだ長さ
　３４　下部内フード部３の幅方向の平均長さ　
　４　多目的部
　４１　多目的部側部
　４１１　多目的部左側部
　４１２　多目的部右側部
　４１１１　多目的部左側部下端
　４１２１　多目的部右側部下端
　４１１２　多目的部左側部上端
　４１２２　多目的部右側部上端
　４２　多目的部上辺
　４３　多目的部下辺
　４４　多目的部上辺４２の中間点と多目的部下辺４３の中間点を結んだ直線の長さ
　４５　多目的部４の幅方向の平均長さ
　５　フード部
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